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 インプレスグループで理工学分野の専門書出版事業を手掛ける株式会社近代科学社は、2024 年 12 月 20 日に、近

代科学社Digital レーベル（※）より、『廃棄物処理・処分・リサイクルに役立つ数値シミュレーション』（著者：石森 洋行・磯

部 友護・石垣 智基・遠藤 和人・山田 正人）を発行いたしました。 

 

（※近代科学社 Digital とは ： 近代科学社が著者とプロジェクト方式で協業する、デジタルを駆使したオンデマンド型

の出版レーベルです、詳細はこちらもご覧ください https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/scheme/） 
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●マルチフィジックス有限要素解析シリーズ 

本シリーズでは，最先端の科学技術や教育に関するトピックをできるだけ分かりやすく解説するとともに，多様な分野

においてマルチフィジックス解析ソフトウェア COMSOL Multiphysics®がどのように利用されているかを紹介します。 

 

●内容紹介 

  資源循環は現代社会において極めて重要な課題です。産業活動が活発な日本においては、産業廃棄物の有効利

用と最終処分が大きな課題となっています。本書では、産業廃棄物をリサイクル材料として有効利用し、土木工事など

の大量の資材を必要とする分野に注目してその可能性を探ります。 

本書は、高校生や大学生、これから社会人として実務に携わられる若い方々、異動等で新しい業務に関わる方々に

も理解しやすい内容となるよう努めています。この書籍が皆さまの学びや実務の一助となり、近年の動向である持続可

能な社会の実現に貢献すること、また時代の変化に応じて廃棄物の適正処理がその時々の社会に適合していけるよう

願っています。 

シミュレーションを活用して廃棄物を有効利用！ 

マルチフィジックス有限要素解析シリーズ ８ 

『廃棄物処理・処分・リサイクルに役立つ数値シミュレーション』 

発行 

https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/scheme/
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第7 章 放射能汚染廃棄物の埋立処分方法を考える 

7.1 放射性物質が混入した廃棄物の処理と現状 
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【近代科学社Digital】 https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/index.htm 

近代科学社Digitalは、株式会社近代科学社が推進する21世紀型の理工系出版レーベルです。デジタルパワーを

積極活用することで、オンデマンド型のスピーディで持続可能な出版モデルを提案します。 

 

【株式会社 近代科学社】 https://www.kindaikagaku.co.jp/ 

株式会社近代科学社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：大塚浩昭）は、1959年創立。 

数学・数理科学・情報科学・情報工学を基軸とする学術専門書や、理工学系の大学向け教科書等、理工学専門分

野を広くカバーする出版事業を展開しています。自然科学の基礎的な知識に留まらず、その高度な活用が要求さ

れる現代のニーズに応えるべく、古典から最新の学際分野まで幅広く扱っています。また、主要学会・協会や著

名研究機関と連携し、世界標準となる学問レベルを追求しています。 

 

【インプレスグループ】 https://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：松本大輔、証券コード：東証スタ

ンダード市場9479）を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「航空・鉄道」

「モバイルサービス」「学術・理工学」を主要テーマに専門性の高いメディア&サービスおよびソリューション事

業を展開しています。さらに、コンテンツビジネスのプラットフォーム開発・運営も手がけています。 

 

【お問い合わせ先】 

株式会社近代科学社 

TEL：03-6837-4828 

電子メール: kdd-qa@kindaikagaku.co.jp 

https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/index.htm
https://www.kindaikagaku.co.jp/

